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計
量
器
（
は
か
り
）
は
、
使
用
し

て
い
る
間
に
精
度
に
狂
い
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
商
店
や
工
場
、
病
院
な
ど
で
取

引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
2

年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
計
量
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
は
か
り
を
使

っ
て
い
る
人
は
、
必
ず
定
期
検
査
か
計

量
士
に
よ
る
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
市
内
で
行
わ
れ
る
定
期
検
査
は
次

の
と
お
り
で
す
。

取
引
と
は　

商
品
の
売
買
、
農
家
の
出

荷
、
運
送
・
保
管
等
の
業
務
上
の
計

量
、
薬
局
で
の
調
剤
の
た
め
の
計
量

な
ど
、
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
、
物

ま
た
は
役
務
の
給
付
を
目
的
と
す

る
業
務
上
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

証
明
と
は　

官
公
庁
、
学
校
や
保
育
園

で
の
体
重
測
定
の
よ
う
な
公
的
な

計
量
、
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
の
健

康
診
断
や
診
断
書
を
発
行
す
る
た

め
の
計
量
な
ど
、
他
人
に
一
定
の
事

実
が
真
実
で
あ
る
旨
を
表
明
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
家
庭
用
の
は
か
り
は
検
査
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
持
参
品　

は
か
り（
付
属
の
お
も
り
、

分
銅
な
ど
も
含
む
）、
手
数
料

●
そ
の
他　

▽
大
型
の
は
か
り
や
日
程

の
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
定

期
検
査
に
代
え
て
計
量
士
に
よ
る

代
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
長

野
県
計
量
協
会

40
・
５
２
３
０
）

▽
は
か
り
に
付
着
し
た
ほ
こ
り
・
粉

な
ど
は
落
と
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
▽
最
近
使
わ
な
く
な
っ
た
は

か
り
が
あ
る
場
合
、
市
商
工
労
政
課

ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産

の
ウ
リ
科
の
一
年
生
植
物
で
、
特
定
外

来
生
物
（
※
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
ご
ろ
か
ら
芽
生
え
、
ツ
ル
は
数
メ

ー
ト
ル
か
ら
十
数
メ
ー
ト
ル
に
成
長
し

ま
す
。そ
の
果
実
は
硬
い
ト
ゲ
を
付
け
、

苦
く
渋
み
が
あ
る
た
め
、
食
用
に
は
適

し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
▽
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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以
上
の
種
子
を
付
け
ま
す
。
こ
の
う
ち

約
7
割
が
翌
年
か
翌
々
年
以
降
に
発
芽

し
、
そ
の
旺
盛
な
繁
殖
力
で
個
体
数
を

増
や
し
ま
す
。
成
長
す
る
と
長
い
ツ
ル

で
他
の
植
物
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
枯
ら

し
た
り
、
弱
ら
せ
た
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
付
近
に
生
息
す
る
昆
虫
な

ど
の
生
物
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
キ
ュ
ウ
リ
の
よ
う

な
双
葉
と
五
角
形
を
し
た
本
葉
を
付
け

ま
す
。
ま
た
コ
イ
ル
状
の
巻
き
ひ
げ
が

特
徴
で
す
。

ア
レ
チ
ウ
リ
と
同
じ
よ
う
に
河
川
で

ツ
ル
を
伸
ば
し
て
繁
茂
す
る
在
来
種
に

「
ク
ズ
」
が
あ
り
ま
す
。
ク
ズ
は
全
体

的
に
褐
色
で
、
葉
の
形
も
違
い
、
巻
き

ひ
げ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
種
子
を
付
け
る
前
や
成
長
す
る
前
な

ど
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
抜
き

取
る
。

②
１
年
に
数
回
（
成
長
期
の
6
月
、
7

月
、
8
月
な
ど
）
抜
き
取
る
。

③
ア
レ
チ
ウ
リ
が
現
れ
な
く
な
る
ま
で

数
年
続
け
る
。

「
は
か
り
」取

引
・
証
明
に
使
う
「
は
か
り
」
は
、

２
年
に
１
度
の
定
期
検
査
が
必
要
で
す
。

実施日 時　間 場　所

７月 22 日（月） 午後 1時～３時30分 明科複合施設
駐車場

23 日（火）
午前10時～正午 堀金総合支所

別棟会議室

午後 1時30分～４時 三郷文化公園
体育館

24 日（水） 午前10時～正午 豊科総合支所
駐車場午後 1時～３時30分

25 日（木） 午前10時～正午 穂高総合支所西
くるりん広場午後 1時～３時30分

●実施日時・場所　都合の良い会場へお出掛けください。

●検査手数料　長野県手数料徴収条例（平成 12 年条例第２号）

種類 主な用途
（業種） ひょう量等 １コあたりの

手数料 ( 円 )

電気式はかり　
電気抵抗線式
誘電式　電磁式
光電式　圧電式など

食料品　薬局　
病院　学校　
幼稚園　保育園

100kg 以下 1,400
100kg を超え
250kg 以下 1,800

250kg を超え
500kg 以下 2,300

機
械
式
は
か
り

直線目盛指示はかり 保健所　宅配便 250

指示はかり

食料品　薬局　
病院　学校　
幼稚園　保育園
宅配便

100kg 以下 500
100kg を超え
250kg 以下 900

250kg を超え
500kg 以下 1,500

棒はかり 寝具 250

手動天びん 薬局　病院

感量比
1/10,000 以上 500

感量比
1/10,000 未満 1,000

等比皿手動はかり 薬局 100kg 以下 500

手動はかり 酒　米穀　
製麺　製菓

100kg 以下 500
100kg を超え
250kg 以下 900

250kg を超え
500kg 以下 1,500

手動指示併用はかり 病院　薬局 100kg 以下 500
分銅・おもり 10

※最小の目量または表記された感量が、ひょう量の１万分の１未満のものにあっては、
上記に掲げる手数料の 2 倍の額とする。

環境の
はなし

特定外来生物から安曇野の自然を守る

「アレチウリ」の駆除にご協力を
市では、生態系を壊す特定外来生物であるアレチウリの

駆除に力を入れています。安曇野の自然を守るためにも、
市民の皆さんのご協力をお願いします。

平成 24 年度に徳治郎区で行われた
アレチウリ駆除の様子

ア
レ
チ
ウ
リ
と
は

ア
レ
チ
ウ
リ
の
見
分
け
方

ア
レ
チ
ウ
リ
は
他
の
動
植
物
に

悪
影
響
を
与
え
ま
す

ア
レ
チ
ウ
リ
を
駆
除
す
る

ポ
イ
ン
ト

駆
除
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す

アレチウリの果実
のかたまり

クズの葉 双葉と本葉を付けた
アレチウリの若葉

ア
レ
チ
ウ
リ
は
、
川
沿
い
や
畑
周
辺

に
生
え
、
多
い
も
の
で
は
５
０
０
０
コ

※
外
来
生
物
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て

外
国
な
ど
他
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
生
物
の
こ
と
で
す
。「
特
定
外
来
生
物
」

は
、外
来
生
物
の
中
で
も
、人
間
の
生
命
・

身
体
、
自
然
環
境
、
農
作
物
な
ど
に
被

害
を
与
え
る
と
し
て
法
律
で
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
ア
レ
チ
ウ
リ

を
は
じ
め
と
し
て
ア
ラ
イ
グ
マ
、
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
な

ど
計
18
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
チ
ウ
リ
は
、生
育
速
度
が
速
く
、

小
さ
な
芽
生
え
で
も
放
っ
て
お
く
と
す

ぐ
に
成
長
し
ま
す
。一
度
繁
茂
す
る
と
、

駆
除
す
る
の
に
、
大
変
な
手
間
と
時
間

が
掛
か
り
ま
す
。
ア
レ
チ
ウ
リ
の
根
絶

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
ア
レ
チ
ウ
リ
を
見
掛
け

た
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
、

早
め
の
駆
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係
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農
薬
を
使
わ
ず
環

境
へ
の
影
響
が
小
さ

い
「
抜
き
取
り
」

を
推
進
し
て
い
ま
す


